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健康増進のための住環境についての研究 

温湿度環境及び住宅構法と健康に関する文献調査と課題抽出 

研究分担者  開原 典子  国立保健医療科学院 生活環境研究部 主任研究官 

 

研究要旨 
住宅の省エネルギー化が推進され、新旧の住宅性能に大きな格差が生じる中、多様な住居環境に係

る健康リスクの可能性が示唆されているとともに、高齢少子化、都市への人口集中、単身世帯の増加、

住宅の洋風化、省エネルギー化にともない多様な住居環境が存在していることが指摘されている。住

居環境に係る健康影響・健康増進の実態を明らかにするためには、多面的な調査研究を行うことが必

要である。その中から、本報告では、温熱環境、特に低湿度環境と健康に関する文献調査を行うとと

もに、住宅の構法に関する状況を紹介する。 
検索を行うデータベースについて、CiNii Articles、J-STAGE、メディカルオンライン、医中誌 Web、

メディカルオンライン、最新看護索引 Web、MedicalFinder、JDream Ⅲ、PubMed、Web of Science 
Core Collection の 9 つとし、温湿度環境と健康に関する文献検索が行われた。検索のワードについ

て、温度、湿度、温湿度、健康、室内、住宅、皮膚として検索を行ったところ、湿度の論文のうち低

湿度を対象にしているものは少ないこと、湿度と健康、特に低湿度と健康の論文数は少ないものの、

2000 年に入ってからのものが多いことなどの傾向が得られた。 
これらの全体論文数の概要のほか、日本の傾向、日本の室内湿度と健康に関する実態調査と生理・

心理量の研究、日本の住宅の構法・構法について、紹介を行っている。これらの情報収集を通して、

住宅の室内環境に起因する設備機器の運転などは個人の好みなどに任されていることもあり湿度に

対する調整法や管理方法などの情報が広く共有されるとまでは言えないこと、室内湿度環境と健康と

の関係について明快な説明は得られていないと思われること、住宅の構法・工法、住宅の種類、省エ

ネルギー対策による新旧住宅性能の違い、住宅形態の地域性などにより住宅は多様性に富んでいるこ

となどが紹介された。 
温湿度環境と健康、特に低湿度環境と健康に関する文献調査を通して、一定のエビデンスの蓄積が

確認されたものの、健康維持及び健康増進などを目指し、湿度と健康に関するエビデンスの構築が十

分になされているとは言い難い。湿度管理目標の設定は、目的により異なるといわれており、特に、

高齢化が急速に進展している我が国では、高齢者に向けた湿度管理の情報発信も重要となる。今後、

より一層、多面的な情報の整備や議論が必要となるだろう。 

A．研究目的 
 住宅の省エネルギー化が推進され、新旧の住宅

性能に大きな格差が生じる中、多様な住居環境に

係る健康リスクの可能性が示唆されているととも

に、高齢少子化、都市への人口集中、単身世帯の

増加、住宅の洋風化、省エネルギー化にともない

多様な住居環境が存在していることが指摘されて

いる。このために、住居環境に係る健康影響・健
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康増進の実態を明らかにするためには、多面的な

調査研究が必要である。 
本報告では、温熱環境のうち、特に低湿度環境

と健康に関する文献調査を行うとともに、住宅の

構法に関する状況の把握を通して、今後の研究デ

ザインを提案するための一助とする。 
 

B．研究方法 
温湿度環境と健康について、文献検索を行った。

検索を行ったデータベースは、日本の論文を対象

として CiNii Articles、科学技術振興機構が国内

の学協会の学術誌の電子化を推進し約 250 万件

の雑誌論文をデータベースにもつ J-STAGE、メ

ディカルオンライン、CiNii 収載誌などへのリン

ク機能が搭載されている医中誌 Web、国内の医

学論文の全文の検索と閲覧ができるメディカル

オンライン、日本看護協会図書館が編集する国内

発行の看護文献データベースの最新看護索引

Web、医学書院が提供する医学・医療分野の電子

ジャーナルサービスで約 42 万件（2017 年 10 月

現在）の論文を収録している MedicalFinder、科

学技術文献情報データベース JDream Ⅲ、米国

国立医学図書館作成の世界最大の医学データベ

ース PubMed、自然科学・社会科学・人文科学に

関する主要な学術雑誌・会議録・書籍から集録し

た 5,500万以上の書誌情報をもつWeb of Science 
Core Collection の 9 つである（以降、9 つのデー

タベースという）。検索は、湿度、湿度 and 低、

低湿度、健康、健康 and 湿度、健康 and 湿度 
and 低、低湿度 and 健康の 7 つの組み合わせで

行った（以降、7 つの組み合わせという）。検索の

際、登録されている論文の様々な情報（論文名、

著者名、抄録 など）のどこかに合致した論文を

論文数としてカウントするものとし、データベー

ス情報の誤記などによる重複については排除し

ていない。 
 

C．研究結果 
１）概要 
 図 4-１～図 4-2 に、9 つのデータベースにおい

て、7 つの組み合わせの検索を行った結果を示す

（2020 年 2 月時点）。なお、この結果は、査読の

有無の区別をつけていない。 
7 つの組み合わせ検索のうち、湿度、湿度 and 

低、低湿度の 3 つの検索は、湿度の研究論文数を

把握するために行った。湿度の検索結果は、9 つ

のデータベースのうち JDream Ⅲで最も多く約

13 万件であり、次いで J-STAGE で約 10 万件、

Web of Science Core Collection で約 10 万件であ

る。9 つのデータベースにおいて、低湿度の検索

結果の場合、湿度の検索結果に比べて 9 つ全ての

データベースで論文数が少ない。また、PubMed
と Web of Science Core Collection を除く 7 つの

データベースにおいて、湿度の検索結果に比べて、

湿度 and 低の論文数は少なく、低湿度の検索結

果はさらに少なくなる。このように、湿度の論文

に比べて、低湿度を対象にしたものは少ない。 
一方、7 つの組み合わせ検索のうち、健康、健

康 and 湿度、健康 and 湿度 and 低、低湿度 
and 健康の 4 つの検索は、湿度と健康に関する

論文数を把握するために行った。健康の検索結果

は、9 つのデータベースのうち PubMed で最も多

く約467万件であり、次いでWeb of Science Core 
Collection で約 188 万件、JDream Ⅲで約 58 万

件、医中誌 Web で約 45 万件である。しかし、健

康 and 湿度の検索結果になると、最も多いもの

でも J-STAGE の約 1 万 2 千件であり、次いで

PubMed の約 6 千 500 件となる。さらに、低湿

度 and 健康の検索結果では、論文数も減り、

Web of Science Core Collection で最も多く約

１,500件であり、次いでPubMedの約 1,200件、

MedicalFinder の約 500 件となる。このように、

湿度と健康、特に低湿度と健康の論文数は少ない

ものの、そのほとんどが 2000 年に入ってからの

ものであり、比較的新しい課題であるという傾向

にある。 
2）日本における傾向 
日本の気候や生活空間において、温度及び湿度

と健康に関する論文数の傾向を把握するため、

CiNii Articles を用いて検索を行った。検索のキ

ーワードは、温度、湿度、温湿度、健康、室内、

住宅、皮膚とした。室内の温湿度の人体影響の観
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点から、人体表面（皮膚）を加えている。前述の

検索キーワードの組み合わせと検索結果の論文

数は以下のとおりである。 
温度  and  健康・・・925 件 
湿度  and  健康・・・355 件 
温度  and  健康  and  室内・・・100 件 
湿度  and  健康  and  室内・・・115 件 1～109）,

注 1） 
温度  and  健康  and  住宅・・・51 件 
湿度  and  健康  and  住宅・・・60 件 
温度  and  皮膚・・・1,867 件 
湿度  and  皮膚・・・445 件 
温度  and  湿度  and  皮膚・・・202 件 
温湿度  and  皮膚・・・123 件 110～149）, 注 2） 
 
このように、温度や湿度の物理要素と健康との

論文数は、温度との組み合わせの論文数に対して、

湿度との組み合わせの論文数は半分以下の数と

なる。また、室内や住宅との組み合わせとなると、

さらにその数は少ない。人体表面に人体周囲の温

度や湿度との組み合わせで検索される論文数は、

温度のみの場合約 2,000 件近くになるものの、湿

度のみの場合で約 500 件となり、温度と湿度の両

方の組み合わせとなると約 200 件となる。 
3）日本の室内湿度と健康に関する実態調査と生

理・心理量の研究 
日本の室内湿度と健康に関するいくつかの研

究を大略的に紹介する。住宅について、湿度に関

する多くの実態調査研究例えば 150～157）がある。し

かしながら、住宅の室内環境に起因する設備機器

の運転などは、個人の好みなどに任されているこ

ともあり、湿度に対する調整法や管理方法などの

情報が広く共有されるとまでは言えない。低湿度

環境下における生理・心理量に関する研究につい

て、多くの研究例えば 158～174）がなされているもの

の、室内湿度環境と健康との関係について、明快

な説明は得られていないと思われる。 
4）日本の住宅の構法・構法 
 本節では、文献検索で結果が得られなかったた

め、その他の収集方法によるものから日本の住宅

について、構法・工法や種類、断熱性能の違いな

どによる多様性を紹介する。 
 住宅の構法・工法について、主に、木造系と鉄

骨系に分けられるといわれている。木造系には、

木造軸組工法、ツーバイフォー工法、木質パネル

工法などがあり、鉄骨系には、軽量鉄骨ブレース

構造、重量鉄骨ラーメン構造、鉄骨ユニット工法、

プレキャストコンクリート工法などがある。 
 住宅の種類について、主に、持ち家と借家に分

けられるといわれている。持ち家には、戸建て住

宅、分譲マンションなどがあり、それぞれ新築と

中古の物件に分けられる。さらに、戸建ての新築

では、建設と建売にわけられる。借家には、民間

賃貸住宅、公的賃貸住宅などがあり、前者はさら

に共同住宅や戸建て住宅などに分けられ、後者は

さらに公共住宅や公的賃貸住宅などに分けられ

る。 
 省エネルギー対策について、住宅の省エネルギ

ーに関する基準は、旧省エネルギー基準（昭和 55
年基準、1980 年）、新省エネルギー基準（平成 4
年基準、1992 年）、次世代省エネルギー基準（平

成 11 年基準、1999 年）、平成 25 年省エネルギー

基準（2013 年）、平成 28 年建築物省エネ法（2016
年）などと強化されている。これらは、無断熱の

住宅から高い断熱性能まで、新旧の住宅性能を持

つ住宅が混在していることを示している。 
 住宅形態の地域性について、都市型と地方型に

大別すると、前者は狭小敷地、3 階建て、防耐火

構造などの条件や特徴があり、後者は広い敷地、

平屋から 2 階建て、ゆったり設計などの特徴があ

るといわれている。それぞれの長所もあるものの、

高齢になったときには、都市型・地方型とも暮ら

し方に工夫も必要となるといわれている。その暮

らしの工夫には、都市型の場合、高さ方向に居住

スペースが伸びることもあることから、エレベー

ターなどの昇降機の利用、地方型の場合、平面方

向に居住スペースを取る傾向にあることから、コ

ンパクトな導線の見直しなどがなされることも

ある。 
 住宅内の部屋を暖める方法にも変化があり、昭

和 30 年代以前から一部現在、暖身という体の一
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部を暖め寒さをしのぐ方法、昭和 30 年代以降か

ら現在、採暖という大きな温度むらのある状況で

局部的に高温となる方法、現在は暖房という比較

的均一な温度分布が形成される方法などから居

住者が選択している状況にある。 

 このように、住居環境は多様であるとともに、

住宅の構法・工法と健康について整理した論文は

みあたらなかった。 
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図 4－1 データベース検索論文数（検索は、湿度、湿度 and 低、低湿度、2020 年 2 月時点） 

図 4－2 データベース検索論文数（検索は、健康、健康 and 湿度、健康 and 湿度 and 低、低湿度 and 健

康、2020 年 2 月時点） 
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D．考察 
 我が国の冬期室内において、湿度が低いことに

より、違和感や不快感などがあると答える人は少

なくない。室内空気の湿度の下限値について、人

の生理反応、ウイルス・風邪への影響などの観点

から多くの研究がなされている例 え ば 175 ）。

ASHRAE Standard 55-2004 における温熱快適

域 で は 、 PPD （ Predicted Percentage of 
Dissatisfied,予測不快者率（その温熱環境に不満

足・不快さを感じる人の割合））10%以内の条件を

満たす acceptable range として湿度の上限を定

めているが、湿度の下限についての記述はない。

また、L. Fang ら 176) によって、低湿度の実験条

件に曝露するとシックハウス症候群の症状を悪

化させる傾向にあるとの報告がある。しかしなが

ら、健康維持や健康増進の観点から、これらの研

究や規格は、住まいの湿度環境づくりに関する方

法や数値などを明快にしているものではない。湿

度が人体に与える影響は、多様な観点から多くの

研究がなされ始めているものの、健康を保つため

の条件としてのエビデンス構築が望まれている。 
 
E．結論 
 温湿度環境と健康、特に低湿度環境と健康に関

する文献調査を行った結果、一定のエビデンスの

蓄積が確認されたものの、健康維持及び健康増進

などを目指し、湿度と健康に関するエビデンスの

構築が期待されている。湿度管理目標の設定は、

目的により異なる。特に、高齢化が急速に進展し

ている我が国では、高齢者に向けた湿度管理の情

報発信も重要となる。今後、より一層、多面的な情

報の整備や議論が必要となるだろう。 
 
＜注釈＞ 
注 1）重複論文を除き、原著論文、発表論文などの

抄録のあるものを抽出している。 
注 2）重複論文を除き、原著論文などを中心として

抽出している。 
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